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            今後の野菜の管理について 

 ○な す－植え付け後一番目の花がついたら、その横のまっすぐ伸びた枝を①番とし、花の下の 
      二番目三番目の枝を②③とします。支柱は真っ直ぐの支柱を一本立て、側枝②③をＶ 
      字になるように仕立て、脇から抑えの棒をつけてうね間に出ないようにする。 

  
○トマト－大玉は主枝１本仕立て、ミディ・ミニは主枝とその下１本を伸ばし２本仕立てにする。

上に上がる枝のわき芽は撤去するか、脇に挿し木にして、新しく伸ばすと次の１本に

仕立てることができる。 
  

○ピーマン－集荷が始まったら、強い枝４本に仕立て本支柱を１本立てて広がりすぎないように 
       針金やひもで枝を固定する。 

  
○きゅうり－土から 30 ㎝位の高さ 5 段までは、子ヅルを含めすべて撤去する。主枝１本または側

枝を２本ないし３本たてて混んできたら、間引きを行い、勢いを衰えないようにする。 

  
○かぼちゃ－主枝１本もしくは側枝と合わせ 2 本仕立てにする。3・4 本にするときは数量で調整 

      を行い、ならせすぎに注意する。実が止まったところから根元の部分の子ヅルはすべ 
      て取り除くと勢いが衰えない。抑制栽培の遅植えのかぼちゃについては、９月１０月 
      取りのため、数量はあまり多くつけすぎないようにする。 

  
○枝 豆－開花期になったら、水分をほしがりますので、畝間潅水を行い、開花したら追肥を 

      行い、莢がつき始めたらもう 1 回行います。1a 2～3 ㎏が目安です。 
 

    

サポートセンター情報 

初心者 園芸講習会の開催 
（これから園芸をはじめる方・少しでも興味のある方・とうりんぼを見学したい方募集） 

○園芸講座－開催日：5 月 14 日(木)、28 日(木) 午前 10 時～11 時位の予定で開催します。 
      会 場：刈羽園芸サポートセンター 
      内 容：土づくりの基本、畝つくりの基本、環境菌の使い方 
      対象数：1 回 30 名程度 
○６月予定 開催日：平成 25 年 6 月 4 日(木) 18 日(木) 午前 10 時 
      会 場：刈羽園芸サポートセンター 
      内 容：夏秋野菜の播種や管理について 
      対象数：30 名程度 
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